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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公表番号】特表2014-503698(P2014-503698A)
【公表日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
【出願番号】特願2013-539978(P2013-539978)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  85/02     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/12     (2006.01)
   Ａ４１Ｄ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０７Ｋ
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  85/02    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ｆ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ｚ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０４Ｋ
   Ｄ０３Ｄ  15/00    　　　Ｅ
   Ｄ０３Ｄ  15/12    　　　Ｚ
   Ａ４１Ｄ  31/00    　　　Ｂ
   Ａ４１Ｄ  31/00    ５０３Ｇ
   Ａ４１Ｄ  31/00    ５０４Ｂ
   Ａ４１Ｄ  31/00    ５０１Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月15日(2014.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　ポリエステル繊維に耐火性を与えるため、多数のアプローチが検討されてきたが、成功
の度合いは様々である。一般に、処理可能性（例えば、溶融粘度の上昇）、溶融紡糸繊維
の性能、および機械的特性など、他の重要な特性を損なわずにポリエステル繊維に耐火性
を与えることは極めて困難であった。従って、未修正のポリエステルと比較して溶融加工
性、強度、係数、染色、および熱処理特性を損なわずに、ポリエステル繊維に耐火性を提
供する必要性が認識されている。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許第３，７１９，７２７号明細書
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２００４／０１３７２２７号明細書
　　（特許文献３）　韓国公開特許第１０－１９８０－０００００９３号公報
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　　（特許文献４）　特開２００４－０５２１３１号公報
　　（特許文献５）　特開２００４－０４４０２２号公報
　　（特許文献６）　米国特許出願公開第２００７／０１２９５１１号明細書
　　（特許文献７）　米国特許第７，６６６，９３２号明細書
　　（特許文献８）　米国特許第４，１８０，４９５号明細書
　　（特許文献９）　米国特許出願公開第２０１１／０２６３７４５号明細書
　　（特許文献１０）　米国特許出願公開第２００７／０２０３２６９号明細書
　　（特許文献１１）　米国特許第６，８６１，４９９号明細書
　　（特許文献１２）　米国特許第７，６４５，８５０号明細書
　　（特許文献１３）　米国特許第７，８１６，４８６号明細書
　　（特許文献１４）　米国特許第７，８３８，６０４号明細書
　　（特許文献１５）　米国特許出願公開第２００９／００３２７７０号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　ＬＥＶＣＨＩＫ　ｅｔ　ａｌ．，Ａ　Ｒｅｖｉｅｗ　ｏｆ　Ｒｅ
ｃｅｎｔ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ｉｎ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｕｓ－ｂａｓｅｄ　Ｆｌａｍｅ　
Ｒｅｔａｒｄａｎｔｓ，Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｆｉｒｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ，Ｓｅｐｔ
ｅｍｂｅｒ　１，２００６，２４（５）：３４５－３６４
　　（非特許文献２）　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ　ａ
ｎｄ　Ｗｒｉｔｔｅｎ　Ｏｐｉｎｉｏｎ　ｄａｔｅｄ　Ｊｕｎｅ　２９，２０１２　ｆｏ
ｒ　ＰＣＴ／ＵＳ２０１１／０６１０１５
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